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６月市議会定例会を招集申し上げましたところ、議員皆様には、

御健勝にて御参会いただき、当面する諸案件について御審議いた

だけますことは、市政進展にとりまして誠に喜ばしく、感謝を申

し上げます。 
 
初めに、ラグビーに関する話題ですが、３月末には、「西の花園」

に対する「東の熊谷」として高校生ラガーが憧れる大会で知られ

る、全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会が、熊谷ラグビ

ー場で開催され、熊谷高校が初出場を果たしました。昭和２２

（１９４７）年の創部以来、全国大会出場は初めてとなる快挙で

す。近畿地区の名門、京都工学院高校に初戦で敗れたものの、在

校生や保護者、ＯＢ、そして市民の皆様の熱い声援を受け、最後

まで戦い抜いた選手の姿は、私たちに、挑戦する心と未来への大

きな期待を感じさせてくれました。 

また、熊谷高校は、先月１０日、同じく熊谷ラグビー場で開催

されました、関東高等学校ラグビーフットボール大会埼玉県予選

の決勝戦において、川越東高校と熱戦を繰り広げました。結果は、

惜しくも準優勝となりましたが、２６年ぶりとなる関東大会への

出場権を手にしました。本日から始まる関東大会は、関東地区の

強豪校が集う舞台ではありますが、持てる力を存分に発揮し、更

なる高みを目指して、躍動されることを心から期待しております。 

そして、日本ラグビーの最高峰リーグワンで闘う埼玉ワイルド

ナイツでございますが、今シーズンも、上位チームの実力が伯仲
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する中、栄
は

えある「ベストキッカー」賞に輝いた本市出身の山沢

拓也選手の活躍などもあり、チームは勝利を重ね、レギュラーシ

ーズンを２位で通過しました。ここまで、常に勝利を信じ、前に

進み続ける選手の姿は、私たちに多くの感動や勇気をもたらして

くれました。本市といたしましても、王座奪還を目指すチームを

応援するため、応援バスツアーを実施するなどし、多くの市民や

ファンの皆様とともに、クボタスピアーズ船橋・東京ベイとの準

決勝に臨みましたが、あと一歩及ばず、決勝進出とはなりません

でした。明日、東京サンゴリアスとの３位決定戦に臨みます。チ

ームには、勝利で有終の美を飾っていただくように、全力で熱い

「青援
せいえん

」をお届けしたいと考えております。 
活躍を続ける熊谷高校と埼玉ワイルドナイツに対し、本市とい

たしましても、引き続き、市民の皆様とともにチームを後押しし、

「ラグビータウン熊谷」の名声を全国に届けられるよう取り組む

とともに、市民皆様の愛着や誇りなどシビックプライドの醸成に

努めてまいります。 
 
続きまして、本市を取り巻く経済情勢についてです。先月末に

発表された内閣府の経済報告によると、国内の景気動向としては、

「景気は、緩やかに回復しているが、中東情勢の影響を注視する

必要がある。」とされる中、政府は物価高への対応を加速化させて

います。本市においても、市民の皆様に必要な物価対策を行って

おり、一人５千円相当分の地域電子マネー「クマＰＡＹ」を、３
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月から市内全世帯の皆様へお届けし御利用をいただいているとこ

ろですが、さらに、今月から、水道料金の基本料金を４か月間、

全額減免する取組も始めます。中東情勢の緊迫化による日本経済

への影響については、現時点で予断を許さない状況とされる中、

世界情勢を踏まえた政府の経済対策を注視し、機動的に対応して

まいりたいと考えております。 
 
さて、先月の「こどもの日」にちなんで、総務省は１５歳未満

の子どもの数を発表いたしました。その数は４５年連続で減少し、

昨年よりも３５万人少ない１,３２９万人となり、比較が可能な昭

和２５（１９５０）年以降、過去最少を更新するとともに、総人

口に占める子どもの割合についても、前年から０.３ポイント低下

して１ ０ .８％となり、５２年連続で低下し、過去最低を更新し

てしまいました。子どもの割合は、世界的に見ても人口４千万人

以上の３８か国の中で、韓国に次ぐ２番目の低さとなっており、

日本の少子化が常態化していることを、改めて認識せざるを得な

い状況です。本市におきましても、１５歳未満の子どもの数は、

毎年連続で減少しており、特に０歳児に着目いたしますと、平成

２０（２００８）年１月当時は１，６４１人でありましたが、本

年１月には８８３人となり、この１８年間で４６．２％の減少と

なっております。 
私は、この事態を、強い危機感を持って受け止めており、この

流れを変えるためには、「子育てするなら熊谷市」をスローガンに、
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社会全体で子育てを支える意義を認識し、子育て世代等の結婚、

出産、子育てへの希望を叶える取組をより一層、速やかに、推進

していかなければならないと、決意を新たにしたところでござい

ます。 
本年４月に、子育て世代への総合的な支援と健やかな暮らしを

支える拠点として、子育て支援・保健拠点施設「くまキッズ」を

オープンし、２か月が経過した現在、多くの皆様に御利用いただ

いているところですが、さらに、子育て世帯の経済的な負担軽減

を図るために、「保育料の完全無償化」を継続するとともに、今年

度から新たに、不妊治療の通院に係る交通費の助成や、「こども誰

でも通園制度」も開始いたしました。加えて、小学校の給食費を

無償化するとともに、中学校におきましても、食材費の高騰に伴

う給食費改定分の支援を継続し、また、小中学校の体育館の空調

設備や新熊谷学校給食センターの整備も着実に進めているところ

でございます。 
 地域の宝である子どもたちの健やかな成長や子育て世代への積

極的な支援はもとより、将来を見据え、必要となる投資を進め、

未来に希望をもち笑顔で暮らせるまちをつくることは、私の政策

理念の根幹であります。この信念のもと、引き続き、全力を傾注

して取組を進めることで、市民の皆様はもとより市外の方にも選

ばれる熊谷市を創りあげていく覚悟でございます。これからも、

施策の一つ一つを、真摯に、そして誠実に進めてまいりますので、

議員皆様、市民皆様には、格別なる御理解と御協力をお願い申し
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上げます。 
 
それでは、今定例会に提案いたします議案につきまして、御説

明申し上げます。 
 今回の補正予算でございますが、一般会計補正予算のみでござ

います。初めに、歳出につきまして、主なものを御説明申し上げ

ます。総務費におきましては、整備中の（仮称）第２中央生涯活

動センターにつきまして、賃金等の急激な変動に対処するため、

請負代金の変更契約に対応する工事請負費の増額を行うもので、

賃金や物価水準の変動に応じた請負代金額等の適正化を図るもの

でございます。民生費におきましては、主に平成２５年から実施

された生活扶助基準改定により、生活保護費が減額されていた方

に対して、最高裁判決の結果を受け、国の方針に基づき、速やか

に差額分の追加給付を行うものでございます。 
 次に歳入でございますが、今回の補正の財源として、国・県支

出金などの特定財源のほか、前年度繰越金を充てるものでござい

ます。以上が補正予算案の概要でございます。 
また、一般議案といたしましては、主に、軽自動車税の障害者

減免等の継続手続の負担を軽減するため、継続減免申請書の提出

を不要とし、減免を継続するための「熊谷市税条例の一部を改正

する条例」などを提案しております。 
議員皆様におかれましては、慎重審議の上、御可決賜りますよ

うお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。 


